








































































































































































































































































































































































Ninna nanna ninna oh!　ねんねんこ、ねんねんこ
Questo bimbo a chi lo do’?　この子を誰にわたそ
うか？
Se lo do’alla Befana, se lo tiene una settimana.　
もし魔女のベファーナに渡せば、１週間は面倒み
るかな
Se lo do’all’uomo nero, se lo tiene un mese 
intero.　もし黒人の男に渡せば、１ヶ月は面倒み
るかな

































































































































































































































































































































































































































































は、F → G → A → C → D → F という音列構成
になる。同様の長音階（F → G → A → B → C →
D → E → F）から排除された B 音と E 音は、修
飾音としても登場することはなく、特に B 音と
E 音をわざと排除して直接的に跳躍して進行する、
A 音→ C 音、D 音→ F 音の旋律進行部分は、ヨ
ナ抜きの特色が色濃く耳につき、独特の音色を印
















































































































































































楽曲 最高音 最低音 音程差
シューベルト ２点の D 音 １点の D 音 完全８度
ブラームス ２点の D 音 １点の D 音 完全８度
フリース ２点の D 音 １点の D 音 完全８度
ゆりかごの歌 ２点の D 音 １点の C 音 長９度
江戸子守唄 ２点の A 音 １点の A 音 完全８度
（音程差に記した完全８度は、１オクターブのことである。）
肝付文子：基本構造考察のためのこもりうた楽曲分析
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ちろん、自然発生の伝承音楽のほうが先に存在し、
そこから感じられる要素を作曲技術として、作曲
家達が理論的に音楽構造に盛り込んでいった、と
いう順序が自然であるが、その裏側には、概念や
スタイルなどにおいて、どんなに相違があっても、
「子供に聞かせるために存在する音楽」という目
的のために、音楽的要素はその相違の垣根を越え、
１つのまとまった在り方に集約されているような
印象を受けた。多くの作曲家達を魅了したこもり
うた音楽独特の書法や技法、伝承こもりうたへの
大きな敬意、社会や家庭の中の子供への思い、守
り子の思いなど、こもりうた音楽の中に盛り込ま
れた様々な人間模様が、１つの音楽形態として集
約され、その独特の音楽個性は、これからも人間
の歴史が続く限り受け継がれていくであろうと確
信、希望すると同時に、さらなる深い研究によっ
て、こもりうた音楽の独特の在り方が、これから
の作曲家達の新たな技法開拓の手がかりになって
いくのではないか、と強く感じる。
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